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「神奈川県ライトセンター」 (2013 9 26 ) ꜠ⱳכ♩ 

 

 9 月 26 日( 木) 、福祉住環境コーディネーター( FJC) 協会主催( 「たまりば」が企

画) の「神奈川県ライトセンター」見学会が開催されました。当日は前の晩からの台

風の影響が心配されましたが幸いにそれほどでもなく無事行われました。 

 協会への参加申込者は 6 名でしたが、残念ながら 2 名が欠席され「たまりば」の

スタッフを含め合計 6 名の参加となりました。なお、出席者には福井塾の江幡さん

もいらっしゃいました。 

 

 「神奈川県ライトセ

ンター」は昭和 49 年

に神奈川県が設置した

視覚障害者の方を対象

とした総合的なサービ

スを提供する施設で、

日本赤十字社神奈川県

支部が受託運営してい

ます。 

 

 

 

 

 見学会の内容は、①福祉住環境を含めた視覚障害についての話( 50 分) 、②施設見

学( 1 時間) です。①については、神奈川工科大学の小川教授に紹介して頂いた全盲

の青山さんに講義して頂きました。また、②の施設見学は、八尋( やひろ) さんに案

内して頂きました。 

 

 青山さんの講義は実感のこもった非常に分かりやすい講義でした。福井先生がそ

うであるように障害のある方がその状況を説明すると非常に説得力があるというこ

とです。また、施設見学については隅々まで丁寧に案内して頂きました。ライトセ

ンターが数多くの事業をされているのがよく分かり心強く感じました。 

 

 見学会終了時にアンケートを取りましたが、全員「大変満足した」との回答でし

た。企画側としても嬉しい限りです。 

 

 この企画にご協力頂きました総務課 主事の赤城さん始め、青山さん、八尋さんに

は大変お世話になりました。感謝申し上げます。 

 

以下、講義内容と見学内容を簡単に記します。 



2 

 

1.  ≤ ⌐≈™≡( ↕╪) 

・視覚障害者が困ることは

①移動、②情報の 2 つが

あり、どのように補って

いくかが問題。 

・視覚障害者は全盲よりも、

目が見えづらい、見えに

くいロービジョンの人が

圧倒的に多い。 

・視覚障害者手帳は 1 級か

ら 6 級まであり幅広い。

等級は視力と視野で判断

して決める。両眼の視力

の和が 0.3 以下の人は 6

級。1，2 級の人は用具の

給付がある。 

・視覚障害は感覚障害なのでその人のやる気が影響する。 

・視覚障害がある人に対し、自立できるように＝自己決定ができるようにして欲し

い。情報社会でもあり社会経験がないと判断できない。こういうことができると

いう情報を伝えて欲しい。 

 

( 白杖による移動と点字ブロック)  

・白杖は自分が通れる範囲を肩幅よりちょっと広めに振る。慣れるのにかなりの練

習が必要。 

・また、障害物に当たりそれを迂回するには訓練が必要。 

・視覚障害者は耳で暮らしている。慣れている人は反射音で壁の有無が分かる。 

・移動は、一緒に歩いてもらった方が嬉しい。 

・光の強さについては、暗くて見えない人もいれば、逆に光が眩しくて見えない人

もいる。 

・点字ブロックは、ロービジョンで黄色が見えない人もいる。 

・点字ブロックは JIS 規格で突起高さ 5mm となっているがつまずきやすい。視覚

障害の声の大きい人が声を出したからそのようになった。もっと刺さるようにと

の声もある。青山さんは絶対に安全と分かっていても足が痛くなるのでその上を

歩くのは避けるとこと。 

・駅のホームなど危険度の高いところは必要だが場所によって変えるのも一つの方

法と考えられる。ライトセンターのロビーは高さ 1.8mm としており好評のよう

です。 

・突起高さ 2.5mm 以下だとつまずく人は少なくなる。 

・いろいろな人の意見を聞き、どこをどう譲るか安全と共存しながら福祉の街づく
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りに生かして欲しい。 

( 情報)  

・情報は全体の 80％が目から入るので、視覚障害者には健常者とはかなりの格差が

ある。 

・情報についてどう補うかが課題。 

・パソコン、iPad を勉強している。ロービジョンの人は拡大できるし、Voice Over、

黒白反転などの機能も活用できる。 

・目が見える人がいろいろ説明して欲しい。 

 

( 質疑応答)  

Q：GPS を利用した誘導システムが開発されているが？ 

A：音声ナビ( どっちに曲がれ) を利用している人がいるが、基本的にナビを聞きな

がら白杖を使うことは不可能。両方を集中はできない。 

Q：盲導犬の場合はどうか？ 

A：白杖と同じで難しい。 

 

 

2.  ( ↕╪) 

( 3 階)  

・書庫 

障害者は探せないので閉架式。原則、電話で注文を受けて郵送。朗読カセット

テープから CD( DAISY 録音図書) に移行しつつある。それによりページのジャン

プが可能となった。最大の図書館は「サピエ図書館」で全国の点字図書館の所蔵

をプールしている。インター

ネットでダウンロードして使

う。 

消火設備は、スプリンクラ

ーは水により貴重な資料、デ

ータを破壊してしまう恐れが

あるのでハロゲンガス方式を

採用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

DAISY 

本1 冊を点字本
にすると8 冊に
なる。 

ハロゲンガスに
よる消火設備。 
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・閲覧資料室 

 人名、地名等漢字の読み方など正確な音訳

のために音訳者が利用している。 

・プリント室 

 テープ、CD のダビングを行う。定期的に

音訳している。 

・録音スタジオ室 

 朗読録音用のスタジオ。飛行機など外部の

音が入らないような内装となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 2 階)  

・点字製作室・点字印刷室 

校正、編集などを行っている。音

声パソコンで、点字に変換されるソ

フトを使用。点字高速プリンターは

A4 を 5 秒でプリント。1 台 400 万円の機械とのこと。 

・ほかに生活訓練室、視聴覚室  

 

 

 

 

紛らわしい人名、地名な
どの読み方を調べる。 

点字高速プリンター。 

部屋の入口
前に点字ブ
ロック。 

部屋の前の手す
りに点字で何の
部屋なのか示し
てある。 

部屋の前の手すり
に部屋があること
の表示。触ると鈴が
鳴る。形も部屋の用
途イメージで表わ
している。これは録
音スタジオ室前。 
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( 1 階)  

・スポーツ施設の受付では音楽に

より場所が分かるようにしてい

る。靴入れのボックスは扉がシ

ャッター式で開閉が容易でまた

歩行の障害とならない。 

 

・体育館 

テニスボール等、音で判断するので

反響しないよう音楽ホール仕様となっ

ている（天井は平らでなく階段状の段

差あり）。壁はぶつかっても怪我がな

いようにラバー仕上げ。直射日光が当

たると目の負担となるので昼間でも暗

幕をして人工照明を使う。火災報知器

の赤ランプ、ボタンにぶつかってもよ

いようにカバーがあった。クライミン

グウォールも設置。難易度別に色テー

プでルートが分けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ジョギングコース 

1 周 110m。コース両側

にガイド用のラバー仕様

の壁がある。床面も弾力

のある仕様。頭上にガイ

ドレールも設置されてお

り、不安な人は吊されて

いるガイドロープを頼り

に周回する。 

シャッター式
の靴入れ。 

黒白反転させ見やすいよ
う工夫された掲示板。 

天井は音響を考慮
し階段状。壁の上
部も吸音仕様とな
っている。 

壁はぶつかっても
怪我がないように
ラバー仕上げ。 

クライミングウォ
ールが設置されて
いる！！ 

ガイドロープでな
く、壁を触りなが
ら周回している人
もいるとのこと。 
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( 地下 1 階)  

・室内プール（25m, 4 コース） 

  泳ぐだけでなく歩く人もいるので水温は 30℃と若干温かめ。室温も暖かくして

いる。床は段差がなくプ

ールに入れる（階段状に

なっていない）。水面は

床レベルと同一の高さに

なっていた。ベンチも凹

凸がないように配置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サウンドテーブルテニス（卓球） 

卓球台、ネットに工夫。音の出る球( 金属の

粒が 4 個入っている) を使い転がして打ち合

う。 

 

 

・トレーニングルーム 

普通のマシンが数多く置いてある。ボタン

等の表示は点字。赤テープで使用危険領域を

示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 以上 「たまりば」多賀 

ここにベンチがあ
る。柱の間を利用
し凸凹がない。 

卓球台に額縁状の
枠がある。 

金属の粒が4 個入
っている球。転が
ると音が出る。 


